
(57)【要約】

【課題】調理中に使用者がドアを開けて加熱空気が噴き

出すことが無いように、安全に使用できる加熱調理器と

する。

【解決手段】調理物２を載置する載置器具３と載置器具

３を収納し、吸い込み口４と吹き出し口５を有する調理

室１と、吸い込み口４及び吹き出し口５に連通された循

環風路７と、循環風路内の空気を吸い込み口４から吹き

出し口５に循環させる送風手段８と、循環風路内の空気

を加熱する加熱手段９と調理室前面開口部を開閉するド

ア１０と、ドアと調理室開口部とを閉止するドア閉止手

段を備えることで調理中にドアが開けられないので安全

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吸 い 込 み 口 と 吹 き 出 し 口 を 有 し 調 理 物 を 載 置 す る 載 置 器 具 と 前 記 載 置 器 具 を 収 納 す る 調 理
室 と 、 前 記 吸 い 込 み 口 及 び 前 記 吹 き 出 し 口 に 連 通 さ れ た 循 環 風 路 と 、 前 記 循 環 風 路 内 の 空
気 を 前 記 吸 い 込 み 口 か ら 吹 き 出 し 口 に 循 環 さ せ る 送 風 手 段 と 、 前 記 循 環 風 路 内 の 空 気 を 加
熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 調 理 室 前 面 開 口 部 を 開 閉 す る ド ア と 、 前 記 ド ア が 前 記 調 理 室 開 口
部 に 閉 止 し た と き に 容 易 に ド ア が 開 か な い よ う に ロ ッ ク す る ド ア 閉 止 手 段 と を 備 え る 加 熱
調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
ド ア 閉 止 手 段 は 送 風 手 段 と 連 動 し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
ド ア 閉 止 手 段 は 送 風 手 段 の 駆 動 機 構 を 兼 用 し て 駆 動 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ４ 】
ド ア 閉 止 手 段 は 送 風 手 段 に よ り 生 成 さ れ る 循 環 風 に よ り 作 動 す る 風 動 体 に よ り 駆 動 さ れ る
請 求 項 ２ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ５ 】
調 理 停 止 ス イ ッ チ を 有 し 、 前 記 調 理 停 止 ス イ ッ チ の 操 作 に よ り 、 送 風 手 段 が 停 止 す る と と
も に ド ア 閉 止 の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ６ 】
ド ア 開 閉 検 知 手 段 を 有 し 、 ド ア 開 時 に は 調 理 動 作 が で き な い よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 を 備
え た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ７ 】
調 理 室 内 部 に 照 明 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 一 般 家 庭 等 の 台 所 で 使 用 す る 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 加 熱 調 理 器 の 事 例 と し て は 、 以 下 に 示 す よ う な 構 成 が あ る （ 例 え ば 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 例 と し て 示 す 加 熱 調 理 器 は 、 熱 風 に よ り 被 調 理 物 の 加 熱 調 理 を 行 う も の で 、 コ ン ベ
ク シ ョ ン オ ー ブ ン 等 が 良 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ８ に 従 来 例 の 加 熱 調 理 器 の 構 成 を 示 す 。 加 熱 調 理 器 は 本 体 ２ ７ 内 部 に 調 理 室 ２ ８ が 設
け ら れ 、 六 面 体 で あ る 調 理 室 ２ ８ の 上 下 の 天 井 壁 と 底 面 壁 お よ び 前 部 以 外 の 左 右 お よ び 奥
の 内 壁 は 固 定 さ れ た 側 壁 で 構 成 さ れ 、 前 部 は 開 閉 自 在 な ド ア ２ ９ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 奥 内 壁 の 外 側 に は 送 風 装 置 ３ ０ が 設 置 さ れ 、 こ の 送 風 装 置 ３ ０ に よ り 奥 内 壁 よ り 吸 い 込
ん だ 空 気 を ダ ク ト ３ １ を 通 し て 上 部 天 井 壁 の 吹 き 出 し 口 ３ ２ よ り 吹 き 出 す 。 ダ ク ト ３ １ 内
の 送 風 装 置 の 下 流 側 に は 加 熱 ヒ ー タ ３ ３ が 設 け ら れ 、 送 風 装 置 ３ ０ で 調 理 室 ２ ８ 内 の 空 気
を 循 環 し な が ら 加 熱 ヒ ー タ ３ ３ で 循 環 空 気 を 加 熱 し 、 調 理 室 ２ ８ 内 に 高 温 の 空 気 を 送 り 込
み 、 被 調 理 物 を 加 熱 し 調 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 空 気 は 調 理 室 で 調 理 物 を 加 熱 後 ダ ク ト 内 に 戻 り 、 加 熱 ヒ ー タ か ら の 熱 量 に よ り 新 た に 加
熱 さ れ 、 調 理 室 内 へ は 次 々 と 加 熱 さ れ た 空 気 を 送 り 込 む こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 加 熱 さ れ た 空 気 は 調 理 室 庫 内 に ほ ぼ 一 定 に 充 満 す る た め 、 庫 内 の 温 度 む ら が 発 生 し に く
く 均 一 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ４ ８ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 加 熱 さ れ た 高 温 の 空 気 に よ り 、 食 材 を 加 熱 す る た
め 、 調 理 室 に 加 熱 空 気 を 充 満 し つ つ 循 環 さ せ て い る が 、 調 理 中 の 高 温 状 態 に お い て 、 ド ア
を 開 け た 際 、 高 温 の 空 気 が 調 理 室 外 に 噴 き 出 し 、 人 体 に 触 れ た 場 合 、 火 傷 を す る 等 の 危 険
性 が あ る 。 ま た 緊 急 で 調 理 器 の 動 作 を 停 止 さ せ て も 、 し ば ら く は 惰 性 で 高 温 空 気 の 循 環 が
起 こ る た め 、 調 理 中 の 高 温 空 気 に 対 し て 十 分 な 安 全 対 策 を 施 す 必 要 が あ る と い う 課 題 を 有
し て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 空 気 循 環 加 熱 に よ り 調 理 性 能 を 向 上 で き
誰 で も お い し く 、 出 来 映 え の よ い 調 理 が 実 現 出 来 る 加 熱 調 理 器 に お い て 安 全 に 使 う 技 術 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 、 調 理 物 を 載 置 す る 載 置 器 具
と 載 置 器 具 を 収 納 し 、 吸 い 込 み 口 と 吹 き 出 し 口 を 有 す る 調 理 室 と 、 吸 い 込 み 口 及 び 吹 き 出
し 口 に 連 通 さ れ た 循 環 風 路 と 、 循 環 風 路 内 の 空 気 を 吸 い 込 み 口 か ら 吹 き 出 し 口 に 循 環 さ せ
る 送 風 手 段 と 、 循 環 風 路 内 の 空 気 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 調 理 室 前 面 開 口 部 を 開 閉 す る ド ア
と 、 前 記 ド ア が 前 記 調 理 室 開 口 部 に 閉 止 し た と き に 容 易 に ド ア が 開 か な い よ う に ロ ッ ク す
る ド ア 閉 止 手 段 を 備 え る 構 成 と し た 加 熱 調 理 器 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 調 理 中 に 使 用 者 が 誤 っ て ド ア を 開 け る こ と を 防 止 し 、 加 熱 空 気 が
人 体 に 向 け て 噴 き 出 す こ と が 無 く 、 安 全 に 器 具 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 発 明 は 調 理 物 を 加 熱 す る 調 理 室 及 び 、 調 理 室 に 加 熱 さ れ た 高 温 の 気 体 を 供 給 す る
加 熱 装 置 と 加 熱 装 置 に よ り 加 熱 さ れ た 加 熱 空 気 を 調 理 室 に 循 環 さ せ る 送 風 手 段 と 、 調 理 室
前 面 開 口 部 を 開 閉 す る ド ア と 、 前 記 ド ア が 前 記 調 理 室 開 口 部 に 閉 止 し た と き に 容 易 に ド ア
が 開 か な い よ う に ロ ッ ク す る ド ア 閉 止 手 段 を 有 す る こ と に よ り 、 送 風 手 段 に よ る 加 熱 空 気
の 循 環 中 は ド ア が 開 け ら れ な い 構 成 の た め 誤 っ て 加 熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ド ア 閉 止 手 段 を 送 風 手 段 の 駆 動 と 連 動 す る よ う に 構
成 と す る こ と で 、 高 温 加 熱 調 理 中 送 風 手 段 が 動 作 中 は ド ア が 閉 止 さ れ て い る た め 誤 っ て 加
熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ド ア 閉 止 手 段 を 作 動 さ せ る た め の 駆 動 力 と し て 送 風
手 段 の 駆 動 機 構 を 兼 用 す る こ と で 、 送 風 手 段 が 稼 動 中 は ド ア が 閉 止 さ れ た 状 態 と な り 、 高
温 加 熱 調 理 中 は ド ア が 閉 止 さ れ て い る た め 誤 っ て 加 熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ド ア 閉 止 手 段 の 作 動 を 送 風 手 段 が 作 動 さ せ る こ と に
お い て 生 じ る 循 環 風 に よ り 、 風 動 体 を 作 動 さ せ 風 動 体 の 動 き で も っ て ド ア 閉 止 手 段 と す る
こ と で 送 風 手 段 が 稼 動 中 は ド ア が 閉 止 さ れ た 状 態 と な り 、 高 温 加 熱 調 理 中 は ド ア が 閉 止 さ
れ て い る た め 誤 っ て 加 熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ ～ ４ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 加 熱 調 理 器 操 作 パ ネ ル 上
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に 調 理 停 止 ス イ ッ チ を 設 け 、 調 理 停 止 ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と で 送 風 手 段 を 停 止 す る 構 成
と す る た め 、 調 理 途 中 で あ っ て も ド ア の 閉 止 手 段 が 解 除 さ れ 、 安 全 に ド ア を 開 く こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 ド ア 開 閉 検 知 手 段 を 有
し 、 検 知 手 段 か ら ド ア が 開 い て い る 指 示 の あ る と き は 調 理 動 作 が 行 え な い よ う に 制 御 す る
制 御 手 段 を 備 え る こ と で 、 ド ア が 開 い た ま ま 熱 風 が 循 環 し 、 外 部 に 漏 れ 出 す こ と を 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ６ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 調 理 室 内 部 に 照 明 手 段
を 有 し 、 調 理 中 は 内 部 を 照 明 す る こ と で 、 使 用 者 が 調 理 器 の 状 態 が 加 熱 調 理 中 で あ る こ と
が 一 目 で わ か る と と も に 、 ド ア を 開 け な く て も 調 理 室 内 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 図 を 示 す も の で あ る 。 図
１ に お い て 、 調 理 室 １ に は 調 理 物 ２ を 載 置 す る 載 置 器 具 ３ と 吸 い 込 み 口 ４ と 吹 き 出 し 口 ５
を 有 し て い る 。 吸 い 込 み 口 ４ お よ び 吹 き 出 し 口 ５ は 、 筐 体 ６ 中 に 連 通 し た 循 環 風 路 ７ で 繋
が っ て い る 。 循 環 風 路 ７ 内 に は 、 熱 風 を 作 り 循 環 さ せ る 送 風 手 段 ８ が あ り 、 送 風 手 段 ８ は
、 調 理 室 １ 内 に 熱 風 を 吹 き 出 し 、 そ し て 吸 い 込 ん で 循 環 さ せ る 。 加 熱 手 段 ９ は 、 循 環 風 路
７ 内 の 空 気 を 加 熱 し 、 熱 風 に す る 。 ド ア １ ０ は 食 材 を 出 し 入 れ す る た め 調 理 室 １ の 前 面 開
口 部 分 を 閉 じ る た め に 設 置 さ れ て お り 、 一 般 的 に は 、 ロ ー ス タ ー な ど で は ド ア １ ０ と 載 置
器 具 ３ は 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 送 風 手 段 ８ に は 、 隅 取 モ ー タ で 駆 動 す る シ ロ ッ コ フ ァ ン を 、
加 熱 手 段 ９ に は 、 放 熱 の よ い フ ィ ン 付 き の シ ー ズ ヒ ー タ を 用 い て い る が 、 送 風 、 加 熱 が 出
来 る な ら 他 の も の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 筐 体 ６ に は ド ア 閉 止 用 の ド ア ロ ッ ク ピ ン １ １ を 駆 動 す る た め の ソ レ ノ イ ド １ ２ が 設 け ら
れ て お り 、 ソ レ ノ イ ド １ ２ を 制 御 手 段 （ 図 示 せ ず ） で 駆 動 制 御 し 、 ド ア に 併 設 さ れ た ロ ッ
ク 用 部 材 １ ３ の か ん 合 穴 に ド ア ロ ッ ク ピ ン １ １ を 抜 き 差 し す る よ う に 動 作 す る 構 造 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 高 温 加 熱 は 、 温 度 的 に は 、 ３ ５ ０ 度 ま で 加 熱 で き る 。 焼 き 調 理 は 、 普 通 ３ ５ ０
度 程 度 あ れ ば 充 分 で あ る た め 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で の 制 御 で き る 範 囲 と し て 設 定 し て い
る 。 必 要 な ら さ ら に 高 温 に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 調 理 シ ー ケ ン ス や 制 御 手 段 に つ い て は 示 し て は い な い が 、 オ ー ト 調 理 も で き る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 調 理 器 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。 ま ず 、
本 発 明 の 高 温 加 熱 空 気 を 用 い た 調 理 の 特 徴 は 前 述 し た 通 り で あ る が 、 調 理 中 に 使 用 者 が 何
ら か の 理 由 に よ り 、 ド ア を 開 け た 場 合 前 述 し た よ う に 調 理 室 内 か ら 高 温 の 加 熱 さ れ た 空 気
が 調 理 室 前 面 開 口 部 の ド ア と の 隙 間 よ り 、 漏 れ 出 す こ と に な り 危 険 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 制 御 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ り 、 送 風 手 段 か 稼 動 し 、 加 熱 調 理 中 は ソ レ ノ イ
ド を 駆 動 し ド ア ロ ッ ク ピ ン を ド ア ロ ッ ク 用 部 材 の か ん 合 穴 に か ん 合 さ せ ド ア が 開 か な い よ
う に 閉 止 す る 。 調 理 過 程 で 、 送 風 手 段 が 停 止 し 、 高 温 空 気 の 循 環 が 終 わ れ ば 制 御 手 段 に よ
り ロ ッ ク ピ ン が ド ア の ロ ッ ク 用 部 材 の か ん 合 穴 か ら 抜 き さ れ 、 ド ア を 開 く こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 こ の よ う に 、 送 風 手 段 に よ る 高 温 空 気 循 環 加 熱 調 理 中 は ド ア 閉 止 手 段 に よ り 、 誤 っ て ド
ア を 開 け ら れ な い よ う な 構 造 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 調 理 室 庫 内 前 部 開 口 部 の ド ア の 部 分 に ド ア 閉 止
手 段 を 設 け る こ と に よ り 高 温 調 理 中 に 誤 っ て ド ア を 開 け る こ と が な い よ う な 構 成 と す る こ
と に よ り 、 火 傷 な ど の 人 体 へ の 不 安 全 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 操 作 パ ネ ル （ 図 示 せ ず ） 上 に 調 理 停 止 ス イ ッ チ を 設 け 、 調 理 停 止 ス イ ッ チ を 操 作
す る こ と で 送 風 手 段 が 停 止 す る よ う に 制 御 す る こ と で 、 ド ア の 閉 止 も 解 除 さ れ 、 安 全 に ド
ア を 開 く こ と が で き る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 で あ る 。 第 ２ の 実 施 の 形 態 に
お い て 基 本 的 な 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 同 様 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と の 相 違 点 は 、 ド ア 閉 止 手 段 １ ４ の 駆 動 源 が 送 風 手 段 の 駆 動 装 置 の 力
を 併 用 し て い る と い う 点 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 送 風 手 段 ８ の フ ァ ン を 回 転 さ せ る モ
ー タ ー の 回 転 駆 動 力 を モ ー タ ー 軸 １ ５ に 固 定 さ れ た プ ー リ ー １ ６ と ベ ル ト １ ７ を 介 し て ド
ア ロ ッ ク 部 材 １ ８ の 回 転 盤 １ ９ を 回 転 さ せ る 。 ド ア ロ ッ ク 部 材 １ ８ は 調 理 室 に 設 け ら れ た
固 定 軸 ２ ０ に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 回 転 盤 １ ９ と 同 じ く 固 定 軸 ２ ０ に 支 持 さ れ ド ア ロ ッ ク
用 の 鉤 部 ２ １ を 有 す る ロ ッ ク 部 材 か ら な り 回 転 盤 １ ９ と ロ ッ ク 部 材 １ ８ は 摩 擦 摺 動 に よ り
力 が 伝 達 さ れ る 。 ロ ッ ク 部 材 １ ８ は バ ネ 材 （ 図 示 せ ず ） に よ り 回 転 盤 の 回 転 方 向 と は 逆 方
向 に 付 勢 さ れ て お り 、 送 風 手 段 の モ ー タ ー が 回 転 し て い な い 場 合 は ロ ッ ク 部 材 は バ ネ 材 の
力 で ド ア を 閉 止 し な い 位 置 に 付 勢 さ れ て い る 。 送 風 手 段 が 駆 動 さ れ 、 モ ー タ ー が 回 転 す る
と 回 転 盤 と の 摺 動 摩 擦 に よ り ロ ッ ク 部 材 が 回 転 軸 に 対 し て 回 転 移 動 し 、 ド ア と 連 結 す る 載
置 器 具 ３ の 端 部 に 設 け た 閉 止 部 ２ ２ と 係 合 し ド ア を ロ ッ ク す る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 そ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 高 温 調 理 中 は 、 送 風 手 段 が 駆 動 さ れ モ ー タ ー が 回 っ て
い る た め 、 前 述 し た よ う に ド ア ロ ッ ク 部 材 に よ り ド ア が 閉 止 さ れ 、 開 け る こ と が で き な い
た め 誤 っ て ド ア を 開 け て し ま い 、 加 熱 さ れ た 空 気 が 漏 れ 出 す こ と が な く な る 。 ま た 送 風 手
段 が 停 止 し た 際 に は 、 ド ア ロ ッ ク 部 材 に よ る ド ア の 閉 止 も 自 動 的 に 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は ド ア 閉 止 手 段 を 作 動 さ せ る た め の 駆 動 源 を 送 風
手 段 の 駆 動 機 構 と 兼 用 す る こ と で 、 送 風 手 段 が 稼 動 中 は ド ア が 閉 止 さ れ た 状 態 と な り 、 高
温 加 熱 調 理 中 は ド ア が 閉 止 さ れ て い る た め 誤 っ て 加 熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た ド ア の 閉 止 機 構 の 駆 動 手 段 を 送 風 手 段 と 兼 ね る た め 材 料 コ ス ト を 抑 え ら れ 、 制 御 の
シ ス テ ム も 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 で あ る 。 第 ３ の 実 施 の 形 態 に
お い て 基 本 的 な 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 同 様 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と の 相 違 点 は 、 ド ア 閉 止 手 段 の 駆 動 力 が 送 風 手 段 に よ り 起 こ さ れ る 循
環 風 を 利 用 し て い る と い う 点 で あ る 。 高 温 調 理 中 、 送 風 手 段 が 駆 動 さ れ 、 実 施 の 形 態 １ で
説 明 し た よ う に 循 環 風 に よ り 高 温 の 空 気 で 加 熱 調 理 を 行 う が 、 図 ４ 、 ５ に 示 す よ う に 加 熱
調 理 器 の 筐 体 部 分 の 循 環 風 の 風 路 上 に 循 環 風 に よ り 稼 動 さ れ る 風 動 体 ２ ３ を 儲 け て い る 。
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風 動 体 に は 一 体 と な っ て 、 ド ア ロ ッ ク よ う の 鉤 部 分 が 設 け ら れ て お り 、 送 風 手 段 が 駆 動 さ
れ る こ と に よ り 循 環 風 か ら 受 け る 反 力 で 風 動 体 が 稼 動 し 、 ド ア 部 分 に 設 け ら れ た ド ア 閉 止
係 合 部 ２ ４ と 係 合 し 、 ド ア が 筐 体 部 に 閉 止 さ れ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は ド ア 閉 止 手 段 の 作 動 を 送 風 手 段 を 作 動 さ せ る こ
と に お い て 生 じ る 循 環 風 に よ り 、 風 動 体 を 動 か せ て ド ア の 閉 止 手 段 と す る こ と で 送 風 手 段
が 稼 動 中 は ド ア が 閉 止 さ れ た 状 態 と な り 、 高 温 加 熱 調 理 中 は ド ア が 閉 止 さ れ て い る た め 誤
っ て 加 熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 で あ る 。 第 ４ の 実 施 の 形 態 に
お い て 基 本 的 な 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 同 様 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と の 相 違 点 は 、 ド ア の 開 閉 状 態 を 検 知 す る ド ア 開 閉 検 知 手 段 を 有 す る
と い う 点 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 ド ア と 調 理 室 の 接 合 部 分 に 接 触 式 の 開 閉 検 知 ス イ ッ
チ ２ ５ が 設 け ら れ て あ り 、 ド ア が 閉 じ ら れ た 状 態 と 開 い て い る 状 態 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ド ア が 開 か れ た こ と を ド ア の 開 閉 検 知 ス イ ッ チ
に よ り 検 知 し た 際 、 制 御 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ り 調 理 操 作 が 行 わ れ て も 加 熱 調 理 が 開 始 さ
れ な い よ う に す る こ と で 、 ド ア が 開 い た ま ま 高 温 循 環 風 が 出 る こ と が 無 く 安 全 で あ る と と
も に 、 調 理 の 失 敗 も 防 げ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 ド ア の 開 閉 検 知 手 段 と し て は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 接 触 式 の ス イ ッ チ
で な く て も 、 ド ア が 開 い て い る か ど う か 検 知 で き れ ば 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 で あ る 。 第 ５ の 実 施 の 形 態 に
お い て 基 本 的 な 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 同 様 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 と の 相 違 点 は 、 調 理 室 内 部 に 照 明 ラ ン プ を 有 し 、 調 理 中 は 内 部 を 照 明
す る 点 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 調 理 室 の 奥 壁 に 照 明 装 置 ２ ６ が 設 け て あ り 、 調 理 室 全
体 を 照 ら す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 そ の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ド ア が 閉 め ら れ 調 理 が 開 始 さ れ る と 、 前 述 し て
い る よ う に 送 風 手 段 が 駆 動 さ れ ド ア は 閉 止 さ れ る が 、 制 御 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ り 、 調 理
室 内 の 照 明 装 置 が 作 動 し 、 調 理 室 全 体 を 照 ら す た め 調 理 室 内 が ド ア の ガ ラ ス 部 を 通 し て 外
部 か ら よ く 観 察 で き 、 調 理 状 態 が 把 握 で き る と と も に 、 調 理 中 で あ る こ と の 確 認 が 容 易 に
な る た め 、 調 理 中 に ド ア を 開 け る 必 要 性 が 無 く な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 加 熱 調 理 器 は 、 調 理 物 を 加 熱 す る 調 理 室 及 び 、 調 理 室 に
加 熱 さ れ た 高 温 の 気 体 を 供 給 す る 加 熱 装 置 と 加 熱 装 置 に よ り 加 熱 さ れ た 加 熱 空 気 を 調 理 室
に 循 環 さ せ る 送 風 手 段 と 調 理 室 前 面 開 口 部 を 開 閉 す る ド ア と 前 面 開 口 部 の 間 に ド ア 閉 止 手
段 を 有 す る こ と に よ り 、 送 風 手 段 に よ る 加 熱 空 気 の 循 環 中 は ド ア が 調 理 室 か ら 開 け ら れ な
い た め 誤 っ て 加 熱 空 気 が 外 部 へ 噴 出 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 安 全 に
器 具 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 、 誰 に で も お い し く 調 理 で き 、 か つ 安 全 に 行 え る 加 熱 調 理 器 を 提 供 す る こ と が

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-188880 A 2005.7.14



で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の 他 の 横 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る ド ア 閉 止 手 段 の 平 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 加 熱 調 理 器 の 横 断 面 図
【 図 ８ 】 従 来 の 加 熱 調 理 器 の 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 調 理 室
　 ２ 　 調 理 物
　 ３ 　 載 置 器 具
　 ４ 　 吸 い 込 み 口
　 ５ 　 吹 き 出 し 口
　 ６ 　 筐 体
　 ７ 　 循 環 風 路
　 ８ 　 送 風 手 段
　 ９ 　 加 熱 手 段
　 １ ０ 　 ド ア
　 １ １ 　 ド ア ロ ッ ク ピ ン
　 １ ２ 　 ソ レ ノ イ ド
　 １ ３ 　 ロ ッ ク 用 部 材
　 １ ４ 　 ド ア 閉 止 部 材
　 １ ５ 　 モ ー タ ー 軸
　 １ ６ 　 プ ー リ ー
　 １ ７ 　 ベ ル ト
　 １ ８ 　 ド ア ロ ッ ク 部 材
　 １ ９ 　 回 転 盤
　 ２ ０ 　 固 定 軸
　 ２ １ 　 鉤 部
　 ２ ２ 　 閉 止 部
　 ２ ３ 　 風 動 体
　 ２ ４ 　 ド ア 閉 止 係 合 部
　 ２ ５ 　 開 閉 検 知 ス イ ッ チ
　 ２ ６ 　 照 明 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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